






要約:小児白血病学童が復学する際、児は外観の変化に伴う不安を抱いている。学級内では

教師の力により級友と良好な関係を築いているが、低学年児は上級生にからかわれている。

身体的には帰校後の調整により健常児とほぼ同様の生活を送っている。学業の遅れは児の

意志による自己学習で補われている。学校とは小まめに連絡を取り合っているが、意志疎

通が不十分な症例もある。今後調査を進めながら学校、家族双方への支援が望まれる。 


